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令和３年鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会第１回定例会  会議録 

令和３年２月１２日(金) 午後３時開議 

  鹿児島サンロイヤルホテル １階 エトワール 

 

議 事 日 程〔第１号〕 

 

日程第 １ 議席の指定 

日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

日程第 ３ 会期の決定 

日程第 ４ 議案第 １号 令和２年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合一

般会計補正予算（第２号） 

日程第 ５ 議案第 ２号 令和２年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合後

期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

日程第 ６ 議案第 ３号 令和３年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合一

般会計予算 

日程第 ７ 議案第 ４号 令和３年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合後

期高齢者医療特別会計予算 

日程第 ８ 議案第 ５号 鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公

共団体の数の減少及び同組合規約の変更の件 
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本日の会議に付した事件 

 

 議事日程のとおり 
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出 席 議 員（１６人） 

１ 番  下 鶴  隆 央  議 員   ２ 番  川 越  桂 路  議 員 

３ 番  豊 留  榮 子  議 員      ４ 番  野 畑  直  議 員 

５ 番  椎 木  伸 一  議 員   ６ 番  木 原  繁 昭  議 員 

７ 番  篠 原  靜 則  議 員   ８ 番  田 畑  誠 一  議 員 

１２番  欠員             １３番  小 園  裕 康  議 員 

１４番  林  義 明  議 員   １５番  宮 本  昭 一  議 員 

１６番  木 場  一 昭  議 員      １７番  広 浜  喜 一 郎  議 員 

１８番  鎌 田  愛 人  議 員   １９番  竹 田  泰 典  議 員 

２０番  池 山  富 良  議 員    

 

欠 席 議 員（３人） 

 ９ 番  下 平  晴 行  議 員   １０番  塗 木  弘 幸  議 員 

 １１番  橋 本  欣 也  議 員    

 

説明のため出席した者（１１人） 

広域連合長  中 西  茂 君   副広域連合長  川 添  健 君 

事 務 局 長  田 﨑  寛 二 君   総 務 課 長  神 田  洋 人 君 

業 務 課 長  野 村  博 昭 君   総務課主事  東  宏 洋 君 

業務課主査  大久保  瑞貴 君   業務課主査  永 山  広 子 君 

業務課主事  登  大 輝 君   業務課主事  田﨑  啓太郎 君 

業務課主事  八 木  大 輔 君    

 

職務のため出席した者（２人） 

事務局次長  桐 野  義 之 君   事務局主事  窪 田  照 幸 君 
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＝開会：午後３時＝ 

 

○議長（川越 桂路君） それでは、皆様こんにちは。 

定刻となりましたので、会を始めたいと思いますが、開会に先立ち、議

員並びに傍聴の皆様に御案内申し上げます。本定例会におきましては、新

型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用をお願いいたします。 

それでは、これより、令和３年鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会第

１回定例会を開会いたします。 

直ちに、本日の会議を開きます。 

○議長（川越 桂路君） この際、諸般の報告をいたします。 

まず、お手元に配付いたしました議員異動の報告でございます。 

昨年１０月３１日以降の広域連合議会議員の異動につきましては、配付

いたしております議員異動報告書のとおりであります。 

次に配付いたしましたとおり、監査委員から、地方自治法第２３５条の

２第３項の規定による「例月現金出納検査」の結果報告がありました。 

本日の議事日程は、お手元に配付いたしました議事日程［第１号］のと

おりであります。 

○議長（川越 桂路君） それでは、日程第１「議席の指定」を行います。 

去る、令和２年１１月４日付け、及び同年１２月２３日付けの告示によ

り実施された、広域連合議会議員補欠選挙で当選されました、池山富良議

員、下鶴隆央議員、及び橋本欣也議員の議席は、会議規則第４条第２項の

規定により、池山富良議員を２０番、下鶴隆央議員を１番、橋本欣也議員

を１１番に指定いたします。 

○議長（川越 桂路君） 次は、日程第２「会議録署名議員の指名」を行いま

す。 

 今議会の会議録署名議員は、議席番号５番 椎木伸一議員及び議席番号 

１５番 宮本昭一議員を指名いたします。 

○議長（川越 桂路君） 次は、日程第３「会期の決定」を議題といたします。

お諮りいたします。 

   今議会の会期は、本日１日といたしたいと思いますが、御異議ございませ
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んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

   「御異議なし」と認めます。 

   よって、会期は、本日１日と決定いたしました。 

○議長（川越 桂路君） ここで、中西広域連合長から発言の申し出がありま

すので、これを許可いたします。 

  〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

中西広域連合長。 

  〔中西茂広域連合長 起立〕 

○広域連合長（中西 茂君） 皆さん、こんにちは。 

令和３年鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会第１回定例会の開会にあ

たりまして、一言御挨拶を申し述べさせていただきたいと思います。 

私、１月１５日付けで広域連合長に就任いたしました、中西茂でござい

ます。 

皆さん方の御協力をいただきながら職責を全うして参りたいと考えてお

りますので、何卒よろしくお願いを申し上げます。 

また、本日は、議員の皆様には大変御多用の中、御出席を賜りまして、

厚く御礼を申し上げます。 

後期高齢者医療制度につきましては、議員の皆様方をはじめ関係機関の

御理解、御協力のおかげをもちまして、円滑な運営が図られていることに

深く感謝を申し上げたいと思います。 

さて、国におきましては、人生１００年時代を見据えまして、「予防や

健康づくりを通じて健康寿命を延ばす取組み」を進めております。 

同時にデジタル化も推進し、本年３月からはオンライン資格確認等シス

テムの運用も開始されることになっております。 

また、令和４年から団塊の世代が後期高齢者に移行し始め、令和７年に

はすべての団塊の世代が後期高齢者医療制度の対象となることなど、被保

険者が急激に増加することが見込まれているところでございます。 

こうした状況を踏まえまして、国においては昨年１２月、すべての世代

の方々が安全で安心できる社会保障制度を構築する観点から、一定所得以
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上の後期高齢者の医療費窓口負担を２割とする方針を閣議決定し、今国会

に法案が提出されました。 

広域連合といたしましては、国の動向を注視するとともに、市町村の皆

様に御協力をいただきながら、健康寿命の延伸や医療費の適正化などに向

けた取組を引き続き積極的に推進してまいりたいと考えておりますので、

今後とも御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

本日は、令和３年度予算案等、計５件の議案を提出しております。 

御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げまして、議会の開会にあ

たりましての御挨拶とさせていただきます。 

本日はどうか、よろしくお願いいたします。 

  〔中西茂広域連合長 着席〕 

○議長（川越 桂路君） 次は、日程第４ 議案第１号「令和２年度鹿児島県

後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第２号）」を議題といたしま

す。 

 ここで、当局の説明を求めます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

田﨑事務局長。 

〔田﨑寛二事務局長 起立〕 

○事務局長（田﨑 寛二君） 議案第１号「令和２年度鹿児島県後期高齢者医

療広域連合一般会計補正予算（第２号）」について、御説明申し上げます。 

議案書の１ページをお開きください。 

今回の補正は、第１条にございますように、歳入歳出をそれぞれ６３１

万４千円減額し、予算の総額を８，６９８万７千円とするものであります。 

主なものにつきまして、事項別明細書により御説明いたします。 

８ページをお開きください。 

まず歳入でございます。 

１款 分担金及び負担金 １項１目 事務費負担金を６３１万４千円減

額しております。これは、歳出予算の執行見込残等を減額することに伴い、

市町村からの事務費負担金を減額するもので、第４期分の市町村負担金で

調整することとしております。 
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次に歳出でございます。 

９ページを御覧ください。 

   １款１項１目 議会費を１４９万１千円減額しておりますが、これは、

臨時会の開催実績減等によるものでございます。 

２款 総務費 １項１目 一般管理費につきましては、８節 旅費を減

額するもので、これは派遣職員の赴任旅費や運営委員会及び幹事会の委員

旅費の執行残等によるものであります。 

１８節 負担金、補助及び交付金の２７２万２千円の増額は、派遣職員

の人事異動に伴う人件費等負担金の増によるものであります。 

３款１項１目 予備費は４８１万１千円減額しております。 

以上で説明を終わります。 

   御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（川越 桂路君）当局の説明が終わりました。 

これより、順次、質疑、討論に入ります。 

発言の通告はありませんが、別に発言がなければ、本件については、質

疑、討論はないものと認めます。 

これより、表決に入ります。 

それでは、議案第１号「令和２年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合一

般会計補正予算（第２号）」について採決いたします。 

本件については、原案どおり決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

「御異議なし」と認めます。 

よって、本件は原案どおり可決されました。 

○議長（川越 桂路君） 次は、日程第５ 議案第２号「令和２年度鹿児島県

後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」を

議題といたします。 

ここで、当局の説明を求めます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

田﨑事務局長。 

〔田﨑寛二事務局長 起立〕 
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○事務局長（田﨑 寛二君） 議案第２号「令和２年度鹿児島県後期高齢者医

療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」について、御説

明申し上げます。 

議案書の１１ページをお開きください。 

今回の補正は、第１条にございますように、歳入歳出それぞれ５８億２，

３３８万５千円減額し、予算の総額を２，７９８億７，２１９万９千円と

するものであります。 

主なものにつきまして、事項別明細書により御説明いたします。 

１８ページをお開きください。 

まず歳入でございます。 

１款 市町村支出金 １項１目 事務費負担金を２，４８９万３千円減

額しております。これは、市町村共通経費を財源としている各種事業費の

執行残が見込まれるため、減額するもので、第４期分の市町村負担金で調

整をすることとしております。 

   ２目 保険料等負担金を２，７７３万７千円減額しております。これは、

保険料負担金の決算見込及び保険基盤安定負担金の確定に基づき減額する

ものであります。 

   ３目 療養給付費負担金を４億９，３５８万５千円減額しております。

療養給付費等負担金等につきましては、算出基礎となる給付費等総額が大

幅な減となっていることから、その財源となる国県市町村等の負担金等も

減額となるものでございます。 

２款 国庫支出金 １項１目 療養給付費負担金を１４億８，０７５万

６千円、２目 高額医療費負担金を９，２１７万１千円それぞれ減額して

おります。 

２項１目 調整交付金を８億２，２２２万９千円減額しております。 

これは主に、普通調整交付金の交付対象となる給付費等総額の見込減に

基づき減額するものであります。 

２目 後期高齢者医療制度事業費補助金を７，４５９万２千円減額して

おります。 

これは、主に長寿健診事業に係る財源の一部が特別調整交付金で交付さ
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れることに伴い、同補助金を減額するものであります。 

４目 災害臨時特例補助金を１１万４千円計上しております。 

これは、東日本大震災で被災された方の一部負担金免除及び保険料軽減

の特例措置に対する補助金を計上するものであります。 

５目 災害等臨時特例補助金を５１１万１千円計上しております。 

これは、新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が減少した方の

保険料減免に係る特例措置に対する補助金を計上するものであります。 

１９ページをご覧ください。 

３款 県支出金 １項１目 療養給付費負担金を４億９，３５８万５千

円、２目 高額医療費負担金を９，２１７万１千円、それぞれ減額してお

ります。 

２項１目 財政安定化基金交付金を１２億５千万円減額しております。 

これは、療養給付費の財源が不足する場合に取り崩すこととしておりま

したが、基金からの交付が不要と見込まれることから減額するものであり

ます。 

４款 支払基金交付金 １項１目 後期高齢者交付金を９億９，６４１

万２千円減額しております。 

８款 諸収入 ３項２目 返納金を１，９１７万９千円増額しておりま

す。 

これは、医療機関等の診療報酬請求の誤りや、被保険者の負担割合相違

等に伴う返納見込みに基づき増額するものであります。 

   次に歳出でございます。 

２０ページをお開きください。 

   １款 総務費 １項１目 一般管理費を１２５万１千円減額しておりま

す。 

これは、主に旅費や委託料の執行見込に基づき減額するものであります。 

２項 医療費適正化事業費 １目 レセプト点検事業費を１，１４９万

６千円減額しております。 

これは、レセプト二次点検等業務委託の執行残が生じたことにより、減

額するものであります。 
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２目 訪問指導事業費を７３７万２千円減額しております。 

これは、主に訪問予定件数等が当初の予定件数を下回る見込みとなった

ことから減額するものであります。 

２款 保険給付費 １項１目 療養給付費を６０億３，８０３万６千円減

額しております。 

２１ページをご覧ください。 

２目 療養費を１億９，２５６万９千円減額しております。 

２項１目 高額療養費を４億６，２４２万６千円増額しております。 

３款１項１目 特別高額医療費共同事業拠出金を２，０７４万９千円増

額しております。 

これは、今年度の負担金の決定に伴い、増額するものであります。 

４款 保健事業費 １項１目 健康診査費を６１５万５千円減額してお

ります。 

これは、長寿健診補助金の交付申請に基づき減額するものであります。 

２目 一体的実施推進事業費を６，９８０万７千円減額しております。 

これは、主に委託料の実績見込に基づき減額するものでございます。 

２２ページをお開きください。 

３目 その他健康保持増進事業費を５３６万９千円減額しております。 

これは、主にフレイル対策事業や服薬対策事業に係る委託料の実績見込

に基づき減額するものであります。 

最後に、８款１項１目 予備費を２，５４９万５千円増額しております。 

以上で説明を終わります。 

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

〔田﨑寛二事務局長 着席〕 

○議長（川越 桂路君）当局の説明が終わりました。 

これより、順次、質疑、討論に入ります。 

発言の通告はありませんが、別に発言がなければ、本件につきましては、

質疑、討論はないものと認めます。 

これより、表決に入ります。 

それでは、議案第２号「令和２年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合後
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期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」について採決いたします。 

本件につきましては、原案どおり決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

「御異議なし」と認めます。 

よって、本件は原案どおり可決されました。 

○議長（川越 桂路君） 次は、日程第６ 議案第３号「令和３年度鹿児島県

後期高齢者医療広域連合一般会計予算」を議題といたします。 

ここで、当局の説明を求めます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

田﨑事務局長。 

〔田﨑寛二事務局長 起立〕 

○事務局長（田﨑 寛二君） 議案第３号「令和３年度鹿児島県後期高齢者医

療広域連合一般会計予算」について、御説明申し上げます。 

議案書の２３ページをお開きください。 

予算総額は９，０３２万円で、前年度より１８７万８千円の増額となっ

ております。 

主なものにつきまして、事項別明細書で御説明いたします。 

３０ページをお開きください。 

まず歳入でございます。 

１款 分担金及び負担金 １項１目 事務費負担金は、９，０３１万７

千円で前年度より１８７万８千円の増額となっております。 

３１ページをご覧ください。 

次に歳出でございます。 

１款１項１目 議会費は４３８万円で、議員の報酬や費用弁償の他、定

例会、臨時会等の議会運営に係る経費を計上しております。 

２款 総務費 １項１目 一般管理費は８，４３７万２千円で、正副連

合長の報酬のほか、幹事会、運営委員会、各種会合等の旅費及び職員の赴

任旅費、事務室の借上料、派遣職員の人件費負担金などを計上しておりま

す。 

前年度と比較いたしまして１８４万５千円の増額となっております。 
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増額となっている主な要因は、派遣職員の人事異動に伴う人件費負担金

の前年度実績に伴う増でございます。 

３３ページをお開きください。 

３項１目 監査委員費は監査専門委員の報酬額計上により、４万７千円

の増額となっております。 

３５ページ以降は給与費明細書でございます。 

以上で説明を終わります。 

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

〔田﨑寛二事務局長 着席〕 

○議長（川越 桂路君）当局の説明が終わりました。 

これより、順次、質疑、討論に入ります。 

発言の通告はありませんが、別に発言がなければ、本件につきましては、

質疑、討論はないものと認めます。 

これより、表決に入ります。 

それでは、議案第３号「令和３年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合一

般会計予算」について採決いたします。 

本件につきましては、原案どおり決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

「御異議なし」と認めます。 

よって、本件は原案どおり可決されました。 

○議長（川越 桂路君） 次は、日程第７ 議案第４号「令和３年度鹿児島県

後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予算」を議題といたしま

す。 

ここで、当局の説明を求めます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

田﨑事務局長。 

〔田﨑寛二事務局長 起立〕 

○事務局長（田﨑 寛二君） 議案第４号「令和３年度鹿児島県後期高齢者医

療広域連合後期高齢者医療特別会計予算」につきまして、御説明申し上げ

ます。 
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議案書の３７ページをお開きください。 

予算総額は２，８３２億８，３４２万８千円で、前年度より８億２３７

万３千円の増額となっております。 

主なものにつきまして、事項別明細書で御説明いたします。 

４４ページをお開きください。 

１款 市町村支出金 １項１目 事務費負担金は、業務課職員の共通経

費や医療費適正化事業費等に対しての市町村負担金で、２５７万８千円増

の５億４，３２０万７千円を計上しております。 

２目 保険料等負担金は均等割の軽減割合の見直し等により、１億１６

７万２千円増の２３１億２，０３９万２千円を計上しております。 

３目 療養給付費負担金は２億６２１万円増の２２６億７，０１３万２

千円を計上しております。 

なお、療養給付費等負担金につきましては、算出基礎となる給付費等総

額の見込を通常は現年度の実績見込を含んだ過去３年間の平均の率から算

数いたしますが、令和３年度は新型コロナウイルスの影響等により例年と

比較できないため、平成２９年度から令和元年度までの平均伸び率から算

出しております。 

この結果、令和２年度の当初予算から３年度は約１パーセントの伸びと

なりました。 

２款 国庫支出金 １項１目 療養給付費負担金は６億１，８６３万１

千円増の６８０億１，０３９万８千円を計上しております。 

２目 高額医療費負担金はレセプト１件当たり８０万円を超える医療費

に係る国の負担金でございますが、１億４，０６８万１千円増の１４億６，

１８０万４千円を計上しております。 

２項１目 調整交付金は、５億１，９２４万２千円増の２７８億２，６

３５万９千円を計上しております。 

２目 後期高齢者医療制度事業費補助金は、長寿健診や口腔検診事業等

に係る補助金で、５３２万円増の１億３，７０６万２千円を計上しており

ます。 

４５ページを御覧ください。 
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３款 県支出金 １項１目 療養給付費負担金は２億６２１万円増の２

２６億７，０１３万２千円を計上しております。 

２目 高額医療費負担金は１億４，０６８万１千円増の１４億６，１８

０万４千円を計上しております。 

２項１目 財政安定化基金交付金は、前年度と同額の１２億５千万円を

計上しております。 

４款 支払基金交付金 １項１目 後期高齢者交付金は、１０億１，３

４３万７千円増の１，１１４億１，４１６万円を計上しております。 

これは、国保、健保等、現役世代が加入する各医療保険者からの支援金

であります。 

５款１項１目 特別高額医療費共同事業交付金は、著しく高額な医療費

による財政影響を緩和するため、国保中央会が全国レベルで財政調整を行

った上で交付する交付金でありますが、１０４万８千円増の９，１５７万

４千円を計上しております。 

７款 繰入金 １項１目 運営安定化基金繰入金は前年度と同額の１２

億５千万円を計上いたしました。 

４６ページをお開きください。 

８款 諸収入 ３項１目 第三者納付金は、交通事故等に係る医療費に

ついて、加害者からの損害賠償金でありますが、令和２年度の実績見込か

ら算出し、１，４３２万９千円減の２億８，４２４万３千円を計上してお

ります。 

４７ページを御覧ください。 

９款１項１目 繰越金は、令和２年度歳出予算の予備費の予算現額と同

額となる１０億８，９１４万５千円を計上しております。 

次に歳出でございます。 

４８ページをお開きください。 

１款 総務費 １項１目 一般管理費は、６，２１９万３千円増の４億

２，０８４万８千円を計上しております。 

主なものは、電算システム管理運営関係の業務委託や、業務課派遣職員

の人件費等負担金、広報周知に係る費用などでございます。 
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４９ページを御覧ください。 

２項１目 レセプト点検事業費は、１億３，７３９万円を計上しており

ます。 

主なものは、レセプト二次点検等に係る委託料などでございます。 

２目 訪問指導事業費は、重複・頻回受診者訪問指導事業等に係る市町

村への委託料などで、１，２７７万３千円を計上しております。 

５０ページをお開きください。 

４目 医療費通知事業費は、医療費通知書の年３回分の郵送料と通知書

作成業務委託料で、５，０１６万２千円を計上しております。 

５目 第三者行為求償事業費は、交通事故などの第三者行為に関する求

償事務に係る委託料等で、７０万１千円減の１，４２９万円を計上してお

ります。 

５１ページを御覧ください。 

２款 保険給付費 １項１目 療養給付費は２３億６，０６２万円増の

２，６４３億２，１０５万４千円を計上しております。 

２目 療養費は５７０万７千円増の２１億７，１５５万７千円を計上し

ております。 

３目 審査支払手数料はレセプトの審査支払に係る手数料で、１０７万

９千円増の５億６，９３８万１千円を計上しております。 

２項１目 高額療養費は１億６，６２６万円増の１２４億９，０５９万

８千円を計上しております。 

２目 高額介護合算療養費は７９９万６千円増の３億２，０２８万円を

計上しております。 

３項２目 傷病手当金は、新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金

として、１００万円を計上しております。 

５２ページをお開きください。 

３款１項１目 特別高額医療費共同事業拠出金は３，３３７万７千円増

の９，１５７万４千円を計上しております。 

４款１項１目 健康診査費は、市町村が実施する長寿健診に係る補助金

や口腔検診事業に係る委託料等で、３，３０３万４千円増の３億７，３６
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３万５千円を計上しております。 

２目 一体的実施推進事業費は、一体的実施に取り組む市町村への委託

料や、一体的実施推進に係る市町村支援の補助金等が主なもので、令和３

年度は取り組み市町村の増加などにより、２億９，３０５万円増の４億４，

７７９万５千円を計上しております。 

５３ページを御覧ください。 

３目 その他健康保持増進事業費は、高齢者フレイル対策事業や適正服

薬支援事業に係る委託料等で８，９９８万９千円を計上しております。 

５４ページをお開きください。 

５款 基金積立金 １項１目 運営安定化基金積立金は、基金利子とし

て１１万４千円を計上しております。 

５５ページを御覧ください。 

８款１項１目 予備費は１４億１，９４１万３千円を計上しております。 

以上で説明を終わります。 

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

〔田﨑寛二事務局長 着席〕 

○議長（川越 桂路君） 当局の説明が終わりました。 

これより、質疑に入ります。 

それでは、通告による発言を許可いたします。 

なお、質疑の回数は、会議規則第４８条の規定により、同一議員につき

同一議題について３回を超えることはできず、また、発言の時間は、申し

合わせにより、答弁を含め一人３０分以内となっておりますので、念のた

め申し上げます。 

３番 豊留榮子議員。 

〔豊留榮子議員 起立〕 

○３番（豊留 榮子君） 議案第４号についてですが、「令和３年度鹿児島県 

後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予算」についての質問と

させていただきます。 

まず、１点目は、総務費の歳出部分ですが、医療費適正化事業費の訪問

指導事業費ですが、これは前年度が２，９８７万９千円のところ、今年度
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１，２７７万３千円と、１，７１０万６千円が減額となっているのですが、

この減額の理由をお示しください。 

そして、２点目に保険給付費、その他医療給付費の傷病手当金１００万

円ですが、前年度は何件の申請があり、実績はどのようになっていますか。 

また、この保険給付の申請の仕方など周知は、どのようになっているの

か教えてください。 

そして３点目に保健事業費、健康保持増進事業費の一体的実施推進事業

費についてですが、前年度１億５，４７４万５千円が、今年度は４億４，

７７９万５千円と、今年度２億９，３０５万円と大幅に増えているところ

ですが、この増額の理由として一体的実施推進事業の中身を、もう少し説

明していただけたらと思います。 

よろしくお願いします。 

〔豊留榮子議員 着席〕 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（川越 桂路君） 田﨑事務局長。 

〔田﨑寛二事務局長 起立〕 

○事務局長（田﨑 寛二君） ３点お尋ねがございました。 

まず、１点目の令和３年度訪問指導事業費予算の減額理由についてであ

ります。訪問指導事業は、被保険者の健康づくりを支援するため、市町村

に委託する形で、重複・頻回受診者、要医療者、未受診者等を対象に事業

を実施しております。 

令和３年度の事業予算が令和２年度に比べ減額となった理由は、令和３

年度から新たに一体的実施に取り組む市町村が、３点目で御説明いたしま

す一体的実施推進事業の中で訪問事業を行うことによるものでございます。 

なお、令和３年度は、訪問指導事業と一体的実施推進事業により、訪問

指導を実施する市町村は、４市町村増える予定でございます。 

次に、２点目の傷病手当金の申請実績件数及び申請方法等の周知につい

てであります。 

傷病手当金につきましては、新型コロナウイルス感染症の県内での感染

拡大に伴い、令和２年４月に鹿児島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者
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医療に関する条例の一部を改正し、支給することといたしております。 

支給につきましては、これまでのところ申請及び支給実績はございませ

ん。 

傷病手当金の申請の周知については、当広域連合のホームページに制度

の概要や申請書の様式と必要な情報を掲載するとともに、新聞にも広告を

掲載しております。 

また、市町村の広報誌等でも周知していただいております。 

今後とも様々な機会を活用して、制度の周知に努めてまいります。 

３点目の令和３年度一体的実施推進事業につきまして、まず、令和３年

度一体的実施推進事業費の増額理由についてであります。 

改正健康保険法等より、令和２年度から本格実施されました、高齢者の

保健事業と介護予防の一体的な実施は、広域連合が市町村に委託して取組

むこととなっております。 

令和２年度は６市町村で取組を開始しておりまして、令和３年度は新た

に１０市町村が取組む予定であることから、大幅な増額となったものであ

ります。 

次に、一体的実施推進事業の中身についてでございます。 

一体的実施推進事業は、高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施を

効率的かつ効果的に進めるため、広域連合が市町村に委託して一体的実施

に取組む事業と、市町村の取組みを支援する事業を実施することとしてお

ります。 

市町村への委託事業は、市町村において事業の企画調整を担う保健師等

の医療専門職を配置し、介護保険の地域支援事業や国民健康保険の保健事

業と連携した一体的な取組みを行うものであります。 

市町村の取組を支援する事業は、国保データベースシステムの増設等の

環境整備を図る他、市町村の状況に応じた個別支援、研修会の開催等、広

域連合独自の事業であります。 

九州各県では、約７割の市町村が令和３年度までに取組む予定と聞いて

おりまして、本県におきましても、国が目標に掲げる令和６年度までに、

県内全市町村で取組めるよう、広域連合といたしましても、積極的に支援
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してまいります。 

以上でございます。 

〔田﨑寛二事務局長 着席〕 

○議長（川越 桂路君） 豊留議員は、引き続き質疑はございますか。 

よろしいでしょうか。 

はい、それでは質疑がないようでありますので、以上で通告による質疑

を終わります。 

他になければ、これをもって質疑を終了いたします。 

○議長（川越 桂路君） これより、討論に入ります。 

討論の通告がありますので、発言を許可いたします。 

なお、申し合わせにより、討論の回数は一議題につき１回限り、討論の

時間は一人１０分以内となっておりますので、念のため申し上げます。 

３番 豊留榮子議員。 

〔豊留榮子議員 起立〕 

○３番（豊留 榮子君） 議案第４号「令和３年度鹿児島県後期高齢者医療広

域連合後期高齢者医療特別会計予算」に関して、反対の立場から討論いた

します。 

長期に及ぶコロナ禍の中で、健康に生き抜くことの大切さを強く感じる

この頃ですが、そうした中で今年度から実施されます傷病手当金の給付１

００万円が計上されていましたが、今後、後期高齢者の皆さんに行き届く

よう、お知らせを徹底していただきたいと思うところです。 

さらに、広域連合が進める一体的実施推進事業が、介護保険事業と一体

となり、高齢者の健康状態を把握し、健康維持できるような取り組みが今、

進められてきています。 

このような、評価すべき点も多々あるところですが、しかし、この事業

を各地域の市町村まかせにするのではなく、広域連合として積極的な支援

も必要ではないでしょうか。 

また、政府は７５歳以上の後期高齢者が、医療機関で支払う窓口負担に

ついても、２割負担に引き上げることを、言い続けています。 

現在、後期高齢者の窓口負担は、年収、約３８７万円以上を現役並みと
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して３割負担、それ以外は１割負担で、１割負担が全体の９３パーセント

を占めていて、低所得者を除いた一般所得の人は全体の５２パーセントに

なるということで、多くの高齢者の方が１割から２割負担への不安を抱え

ています。 

この先、高齢者が安心して暮らしていけるよう広域連合より、医療費の

２割負担は中止せよと、政府に要望していただきたいと思うところです。 

以上の件から、特別会計予算に反対をして、討論といたします。 

〔豊留榮子議員 着席〕 

○議長（川越 桂路君） ほかに発言がなければ、以上をもって討論を終了い

たします。 

これより、表決に入ります。 

それでは、議案第４号「令和３年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合後

期高齢者医療特別会計予算」について採決いたします。 

本件には異論がございますので、この採決は起立により行います。 

本件につきましては、原案どおり決することに賛成の議員の起立を求め

ます。 

〔賛成者起立〕 

「起立多数」であります。 

 よって、本件は原案どおり可決されました。 

○議長（川越 桂路君） 次は、日程第８ 議案第５号「鹿児島県市町村総合

事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び同組合規約の変更の件」

を議題といたします。 

   ここで、当局の説明を求めます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

田﨑事務局長。 

〔田﨑寛二事務局長 起立〕 

○事務局長（田﨑 寛二君） 議案第５号「鹿児島県市町村総合事務組合を組

織する地方公共団体の数の減少及び同組合規約の変更の件」について、説

明させていただきます。 

議案書の５９ページをお開きください。 
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本議案は、大島農業共済事務組合が、令和３年３月３１日付けで解散す

ることに伴い、鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数

の減少及び同組合規約の一部変更について、議決を求めるものでございま

す。 

以上で説明を終わります。 

御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

〔田﨑寛二事務局長 着席〕 

○議長（川越 桂路君）当局の説明が終わりました。 

これより、順次、質疑、討論に入ります。 

発言の通告はありませんが、別に発言がなければ、本件につきましては、

質疑、討論はないものと認めます。 

これより、表決に入ります。 

それでは、議案第５号「鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公

共団体の数の減少及び同組合規約の変更の件」について採決いたします。 

本件につきましては、原案どおり決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

「御異議なし」と認めます。 

よって、本件は原案どおり可決されました。 

○議長（川越 桂路君） 以上で、今議会に付議された案件はすべて議了いた

しました。 

ここで、中西広域連合長から発言の申し出がありますので、これを許可

いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

中西広域連合長。 

〔中西茂広域連合長 起立〕 

○広域連合長（中西 茂君） 定例会の閉会に当たりまして、一言御挨拶を申

し上げます。 

本日は、議員の皆様方には慎重な御審議を賜り、また、提案いたしてお

りました議案について、いずれも原案どおり可決を賜りましたことに、心

から御礼を申し上げます。 
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当広域連合といたしましては、今後とも関係機関、団体との連携を図り、

本制度の円滑な運営を進めてまいりたいと考えております。 

議員の皆様方をはじめ関係各位におかれましては、今後とも制度運営に

ついて、御理解、御協力を賜りますよう、改めてお願い申し上げまして、

閉会の挨拶とさせていただきます。 

本日は誠にありがとうございました。 

〔中西茂広域連合長 着席〕 

○議長（川越 桂路君） 以上で、本日の会議を閉じます。 

これをもって、令和３年鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会第１回定

例会を閉会いたします。 

 

＝閉会：午後３時４５分＝ 
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